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エ フ ェソ書 の教会観 につ いて
花 咲 一 利
1序
エ フ ェソ書は、いわゆ る第ニパ ウ ロ書簡 と呼ばれ る書簡 の一つであ るが、 この書簡には独 自
の教会観が述べ られ ている。特 に 「キ リス トの体 σのμα τ00Xρごστ00」と して教会共 同体
を表す理解は、 このエ フ ェソ書 の教会観を特徴づけてい る1)。
しか しなが ら 「キ リス トの体」 と して の教会理解が、エ フ ェソ書に のみ特徴的 な教会観 とい
うわけでは ない。パ ウ ロは、かつて コ リソ ト教会へ宛てた書簡 の中で、主 の晩餐(過 越 しの食
事)における 「キ リス トの体」理解 を述べ ていた。
まず彼は、偶像崇拝 を禁 じる10章において、聖餐論的理解の基にな る理解を 「キ リス トの体」
を用いて述べてい る。
「わた したちが裂 くパ ソは、 キ リス トの体 σのμα τ00Xρごστ00に あずか ることでは な
いか。パ ソは一つだか らわた した ちは大勢で も一つ の体です。」
(一コ リ10:16-17)
この一 コ リ10:17aにおいて、パ ウロは 「パ ソは一つ」 と聖餐論的理解を示す と共に、続 く10:
17bでは 「わ た した ちは一つ」 と、教会論的 な 「キ リス トの体」理解を示 してい る2)。す なわ
ち、教会共 同体(Gemeinde)としての 「キ リス トの体」理解 が、既に この10章で述 べ られてい
るのであ る3)。
そ して続 く一 コリll:23ff.において、「主 の晩餐」 の制定 の中 に示 され てい る、主 イエ ス
がパ ソを取 り、裂いた後 のいわゆ る制定語 の中に 「キ リス トの体」理解を見 ることがで きる。
「これ は、 あなたがたのためのわた しの体 σ⑦μα で ある。」(一 コ リll:24)この体は身体
的 ・物 質的 な体 では な く、 まさに聖餐 に よ って指 し示 され る教会共 同体を述 べてい るのであ
る4)。
さらに一 コ リ12:12ff.,27では よ り明確 に教会共 同体を示す 「キ リス トの体」理 解を展開 し
て いる。 ここで パ ウロが 「体 σのμα」 を用 いて、教 会論 とキ リス ト論 とを関連 させ てい るこ
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とが注 目され る。そ して、 この 「キ リス トの体」理解 は、後 述す るエ フェソ書1:22f.に 影
響を与えた理解で もあ るが、そ の他 の第ニパ ウ ロ書簡 の 「キ リス トの体」に も影響を与えたキ
リス ト理解 で もある。 なお、一 コ リ12:12-27とロマ12:4ff.は、内容的に平行 して お り5)
「キ リス トの体 σのμα τ面Xρ ごστ00」とい う理解は、彼が教会 の倫理観を述べ る場合6)と
は異 な り、彼 の教会観を示す ものの一つ となってい る。
以下において、エ フ ェソ書 の教会観について、キ リス トの体 と して の教会、一つ(と して)
の教会理解について検証 してい くものとす る。そ してエ フ ェソ書におけ る教会観 の持 ってい る
意義 と、 またそ こか ら今 日の教会理解において指針 となるものを導 き出 したい と考え る。
]1キ リス トの 体(Σ ∂μα τ面Xρ`σ τ0の と して の 教 会
パ ウ ロの 「キ リス トの体」理解を発展 させた ものが、エ フ ェソ書におけ る 「キ リス トの体」
理解であ り、本書 の教会観に とって重要 な理解 となってい る。 またパ ウ ロの 「キ リス トの体」
理解には なか った教会観を、 このエ フ ェソ書ではそ の うちに述べてい るとい う点で独 自性を示
してい る。
このエ フ ェソ書 では 「キ リス ト=教 会の頭 κεφα初 」理解を、「キ リス トの体」に結びつけ
ることを試みてい る。それは1:20-23のキ リス ト讃歌において、 まず示 され ることに なる。
この小 さなキ リス ト讃歌 は、 この讃歌 に先立 って置かれ てい る、 いわゆ る 「書 簡序文賛 辞歌
Briefeingangseulogie」であ る エ フェ1:3-14の 大 きなキ リス ト讃 歌7)とも、 また他 の書簡
キ リス ト讃歌 ともキ リス ト理解において異 なってい る8)。
例えば、このエ フェソ書 との関連が指摘 されてい るコロサイ書のキ リス ト讃歌(1:15-20)
で は、 キ リス トの先在(1:15)、 創 造に おけ る仲 介や保持(1:16,17b)、受 肉(1:19)、
十字架 の死(1:20a)な どが述べ られ る。他 方 このエ フ ェ1:20-23のキ リス ト讃歌 は、キ
リス トの復活か ら始 ま り(1:20a)、高挙(1:20b)、そ して最後 に 「キ リス トの体」 に示
され る教会観が述べ られ る点において、他 のキ リス ト讃歌 とは際立 った相違を見せてい るので
あ る9)。
「キ リス トをすべ て のものの上に ある頭 κεφα妨 り(と して)教 会に 吻 ξκκλησ砂 お
与えに な りま した。」(1:22)
「頭 κεφαλヵ としての キ リス ト(1:22b)」が、神 に よ って教 会 に与 え られた と、明確
にキ リス トの頭を教会論的に述べてい る。そ して この理解 の背後には 同様 の問題を抱えていた
コ ロサイ書 の2:18以下 の 「天使礼拝」 の存在を考え ることがで きる。そ こでは コ ロサイ教会
の問題 に対 して、キ リス トの 「頭 κεφα初 」を用 いて答 え よ うと してい る。 コロ2:18f.で
は 、 コ ロサ イ の教 会 で 「天 使 礼 拝 」10)を行 な うユ ダヤ 人 キ リス ト者 た ち に対 して 、 「頭
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κεφα妨 であ るキ リス トに しっか りとつ いていない(コ ロ2:19)」と、「キ リス トの頭」を
教会に結びつけ、教会論 的な批 判を展開 してい る。この頭理解 は、コロサ イ書 の著者が、自らの
著作であ るコ ロサイ書に採用 したキ リス ト讃歌(コ ロ1:15-20)から取 り入れた理解であ る。
「御子はそ の体であ る教会 の頭です。(同1:18)」とい うキ リス ト讃歌 の一節は、キ リス ト
理解に、教会理解を結びつけ るものとなってい る。 コ ロサイ書 の著者は このキ リス ト讃歌 の理
解を取 り入れ、「キ リス ト=頭 κεφα初 」 とい う理解 で、万物 の支配者 としてのキ リス トを示
し、 同時に 「天使礼拝」批判を述べ る根拠 と してい るのであ る11)。
コ ロサイ教会 と関係 の深い このエ フ ェソ教会宛て の本書において も、 同様 の理解を示 してい
ると考え られ る。エ フ ェ1:21に述べ られ る 「すべて の支配、権威、勢力、主権」は天使 の属
性であ る。讃歌 は、 キ リス トをその上に置 くことで、「頭 κεφα初 」 に よって、天使た ちを含
む万物 の支配者 と して のキ リス ト理解を示 してい るか らであ る12)。
なお このエ フ ェソ書1:22ま でには、パ ウ ロ書簡 のよ うな 「キ リス トの体」 と して の教会理
解は、 明確には述べ られてはい ない。む しろキ リス ト讃歌 自身には、キ リス ト理解において教
会論的 な関心はみ られ ない のであ る。つ ま りこの理解は、讃歌を採用 したエ フ ェソ書 の著者に
よって付加 された理解であ るといえ よ う。
「教会 はキ リス トの体 σのμα 如 τ面 ←τ00Xρごστ00)であ る(エ フ ェ1:23a)」の句
は パ ウロ的 な教会 理解 であ り、 この1:23は 、本来 の讃歌 には ない編集句 であ る と考 え られ
る13)。その理 由は前節22節とのキ リス ト理解の相違にあ るといえ る。22節の理解は 「キ リス ト
=教 会 の頭 κεφα初 」 とい う理解 であ り、キ リス ト=教 会 とい う理解 を示 しては いない。22
節 のキ リス ト理解は、あ くまで もキ リス トは教会 の頭では な く教会を統括す る者 と して の 「頭
κεφα初 」=キ リス トとい う理解 である14)。しか し続 く1:23において 「キ リス トの体 σのμα
τ00Xρごστ00=教会」 と理 解 して いる。 この22-23節のキ リス ト理解 は、全 く矛盾す ると
い うわけでは ないが、そ の教会観において微妙 な違 いをみせ ているのではないか と考 える15)。
「頭 κεφα初 であ るキ リス ト」 と 「キ リス トの体であ る教会」 とい うエ フ ェソ書独 自のこの
教会観は、4章 の 「キ リス トの体」は 「一つ」 とい う教会観に、発展的に述べ られてお りそ の
中において この問題を再考す ることとす る。
なお1:23bで、教会は 「すべて(万 物 τaπdりτα)」を 「満たす もの(プ レー ローマ τδ
πλ卯 ωμα)」である とい う理解 が付 加 され てい る。 この理 解は このエ フェソ書 の著者 の教会観
であ る16)。また 「すべて」 と 「満たす」 とい う理解を結びつけ るこの理解は、4:10で はキ リ
ス ト理解に も用い られてい る。
「この降 りて こられた方(=キ リス ト)が 、すべて のものを満たすために、 もろもろの天 よ
りも高 く昇 られたのです。」エ フ ェソ書 の著者 は、教会=キ リス トであ るこ とを、 この 「すべ
て」 のものを満たす もの(プ レー ローマ)で 示 してい るのであ る。
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皿 一つの教会
エ フ ェソ書は、教会におけ るユダヤ人キ リス ト者 と異邦人キ リス ト者 との問題を解決す るた
め の手掛か りと して、教会は 「一つ」 とい う理解を提示 してい る。 ここにおいて も 「キ リス
トの体」理解が深 く関わ っている。2:ll-22は、A.Lindemannによれ ば、 この書簡全体 の
神学的論 争の中心点 であ る17)が、確か に この箇所に おいて、著者 は、 本書の 目的 の一 つであ
る十字架に よる和解を述べてい る。そ して この中で 「一つ の教会」観は、キ リス トの体を手掛
か りと して和解論 との関係において示 されてい る。
ここでは 「キ リス トの体は一つ」であ るよ うに 「教会 も一つ」 とい う教会観がみ られ る点が
重要であ る。エ フ ェソ書におけ る 「一つ、一致」へ の拘 りは、エ フ ェソ教会が抱え る問題 と関
連 してい る。前述 した よ うに コ ロサイ教会 と同様、エ フ ェソ教会で も天使礼拝を行 な うユダヤ
人キ リス ト者に対 して、1章 のキ リス ト讃歌では 「頭であ るキ リス トのもとに一つに まとめ ら
れ る」(1:10)、また 「す べて のものの頭 と して教 会に与 えた」(1:22b)な ど と述 べて、
天使礼拝 のよ うな過 ちか ら離れ、キ リス トのもと 「一つ」に なることをエ フ ェソ教会に求めて
いた。そ して この理解 は、2:llff.において ユダヤ人キ リス ト者 と異邦人キ リス者を 「一つ」
にす るとい う和解論に発展 してい る。著者は、 この両者 の対立を解決す るために ここで、キ リ
ス ト ・イエスに よる和 解を求めてい るので ある。著者 は、かつてパ ウ ロが ロマ書9:1ff.で
問題 と したイ スラエル の選民問題を下敷 きに しつつ、両者に和解を勧告 してい る18)。
エ フ ェソ書 の著者は、イ スラエル の民に属 さない(2:12)異 邦人キ リス ト者に 向って 「キ
リス ト・イエ スにおいて、キ リス トの血に よって近い者 となった」(2:13)
と述べてい る。そ して 「(キリス トは)二 つ の ものを一つ に した」(2:14)と 両者 の融和を示
した後、和解論 を述べて いる。す なわち 「(キリス トは)十 字架 を通 して、両者 を一 つの体 と
してECσ 卯 ατご 神 と和 解 させた」(2:16)と い うや は りエ フ ェソ書独 自の和 解理
解を述べてい る。ただ、 この十字架に よる和解 とい う点においては、パ ウ ロ的十字架理解を考
え ることがで きよ う。
前述 した コ ロサイ書 のキ リス ト讃歌 の最後1:20に は 「そ の十字架 の血に よって平和を打 ち
立て」 ることが述べ られ、十字架 の血に よる和解を示 してい るが、 ここには まだキ リス トの体
との関係において、和解論は述べ られてはい ない。一方、 このエ フ ェソ書2章 においては、教
会において 「一つ の体」 と して神 と和解 させた と明確に述べて、 よ り教会論的理解を示 してい
るのであ る。さらに このエ フェソ書2章 では、成長 してゆ く教会理解を も示 してお り(2:21)、
パ ウ ロか らすれば次世代、第二世代にあた る恐 ら く80年代 の教会 の姿を示す ものとなってい る
のであ ろ う。
さらに、エ フ ェソ書4章 には 「キ リス トの体」は 「一つ」であ るとい う、本書 の教会観 のま
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とめ ともい うべ き理解が述べ られてい る。著者は ここにいた って2章 か ら述べて きた 「一つ」
とい う教会観を、キ リス ト者に用いて、「一つ」 となる ことを求 めて(4:1-6)、 それを教
会 におけ るキ リス ト者 の 「一 致CZ」 と して い る(4:3,13)19)。これ はエ フ ェソ教
会 のユダヤ人キ リス ト者、異邦人キ リス ト者いずれに対 して も、著者がパ ウ ロの名を借 りてで
も、強 く要求 したか った ことといえ よ う。それゆえ4:4の の 「体は一つ」 とい う教会論的 な
理解を、 エ フェソ教会へ の勧告 の言葉 「一致を保 つ ように努め よ」(4:3)の 後 に、強調す
る 目的で述べてい ると考え られ る。
さらに4:12以 下では、パ ウ ロの理解を取 り込み なが らも、エ フ ェソ書独 自の 「キ リス トの
体」理解が述べ られてい る。そ の理解は、特に4:15-16に示 されてい る。
4:15(私た ちは)頭 κεφα初 であ るキ リス トに 向か って成長 してゆ きます。
4:16キ リス トに よ り、体 σのμα 全体は、あ らゆ る節 々が補 い合 うことに よって しっか
り組み合わ され、結 び合わ されて、おのおのの部分は分に応 じて働 いて体 σ御 α を成長 させ、
自ら愛に よって造 り上げ られてゆ くのです。
この二節は、教会を 「成長 してゆ く体」 と理解 してい る点で、エ フ ェソ書に独特 の教会観を
示 してい る。 この教会理解は、パ ウ ロの教会観を発展 させた ものとなってい る。 この点におい
て も、本書がパ ウ ロ後 の教会観を、そ してそ の状況を述べてい ると考え ることがで きるであ ろ
う。それはエ フ ェソ書 と近い理解を示す、 コ ロサイ書 の教会観(コ ロ2:19など)が 影響を与
え ている とい うこ と20)でもあ る。 なお、 このエ フ ェソ書 において、留意 すべ き点 は、 パ ウ ロ
が 「体 σのμα」 を教会論的 に述べ る際 に、「体 σ御 α」 と 「頭 κεφα妨 」 を強 く結び付 けて
理解 してい なか った とい うことであ る。パ ウ ロの教会観には、 この体 と頭をキ リス ト論的に、
積極的に結びつけて理解す るものは ない。一方、 このエ フ ェソ書 の著者は 「キ リス ト=頭 」 と
い うキ リス ト讃歌 の理解を取 り込み なが ら、それをパ ウ ロの 「キ リス トの体」理解 と結びつけ
よ うと試みてい ること、 また この理解は、「キ リス トの体」 を十分 に理解 してお らず、 「頭」 と
「体」を このよ うに結合 させ るキ リス ト理解には問題があ るのでは ないか と考えた21)。
ただ このことに関 して、エ フ ェソ書 の著者は、パ ウ ロの理解を知 りなが らも、教会 の現実 の
問題に対 して(そ れが どれだけ当時 の現実 の問題を反映 していた のかは、十分に吟味 しなけれ
ば ならないが)、答 え よ うとす るあ ま り、必ず しもパ ウロ的 にまた身体論的 に適切 な理 解を示
せ なか った と考え られ る。それ よ りもこの著者 は、身体論的 には、頭 κεφα初 と体 σ御 α
は不可分であ ることを示 し、教会論的には頭 κεφα初 であ るキ リス トと、そ のキ リス トの体
σのμα τ00Xρごστ00で ある教会に集 うキ リス ト者 とは、離れ るこ とので きな い分 かちが
たい関係にあ ることを示そ うと試みてい ると考え られ る。それは本書が一貫 して、頭であ るキ
リス トと、彼 の体 σ⑦μα であ る教会 との普遍的な関係性(1:22-23,4:15-16,5:23
-24)を述べてい る点か らも明らかであ る。 このことが本書に独 自のキ リス ト理解 ・教会観を
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付加す ることに なった理 由の一つ と考え る。
lV結 論
以上、エフェソ書の教会観について、「キ リス トの体」 としての教会と 「一つ」 としての教
会理解を中心に検討 した。本書ではまず1章 のキ リス ト讃歌などにおいて 「頭 κεφα初 であ
るキ リス ト」 と 「キ リス トの体 σのμα τ00Xρごστ面 である教会」を結びつけて独 自の理
解を示 している。この理解には問題もあるが、やがて2章 におけるキ リス ト者の一致、一つで
ある教会とい う教会共同体理解に発展 してい く。この一つなる教会理解は、今 日の教会の問題
(エキ ュメニカル問題など)に重要な示唆を与えているのではないか。そ して4章 の 「キ リス
トの体」は 「一つ」とい う教会観には、同時に本書における教会観の特徴の一つ 「成長する教
会」理解が示されている。このことは教会の次世代、パウロからすると第二世代の教会共同体
のの反映、あるいは勧告 ・奨励の意味を持っているのではないか。同時に著者はその第二世代
の教会共同体のキ リス ト者たちに、ある程度パウロ神学を継承する目的をもっていたと考えら
れる。「キ リス トの体」 としての教会理解には、何よ りもその思いが込められているといえる
のではないか。
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